
特集
山口茜選手の熱闘を振り返って

届け　勝山からのエール
山口選手を応援する多くのメッセージが集まりました

恐竜のまち
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　福井県では、県内の新型コロナウイルスの感染状況を踏まえ、福井県独自の「福井県緊急事態宣言」
を発令しています。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、感染対策の再徹底をお願いします。

・飲食店に対し営業時間の短縮
4 4 4 4 4 4 4

を要請
　県内の飲食店に対し、午前5時から午後8時までの時間短縮営業（酒類の提供は午後7時まで）を要
請します。なお、要請に応じた飲食店に対し、県は協力金を支給します。

・県境をまたぐ
4 4 4 4 4 4

旅行・帰省などは原則中止・延期を
　旅行、帰省など県外との往来、県外からの来県は、家族や友人と相談し、原則中止や延期の選択　
をお願いします。出張や赴任先からの帰省などについても、延期できないか再検討をお願いします。

・同居家族
4 4 4 4

以外との外出は慎重に
　同居家族以外との不要不急の外出は慎重に判断してください。
　買い物や映画鑑賞などの外出時は、マスク着用・手指消毒などの感染対策を徹底してください。
　マスクを外す機会がある集まり（飲み会、バーベキュー、カラオケ、ホームパーティーなど）は
中止あるいは延期してください。

・「おはなしはマスク
4 4 4 4 4 4 4 4

」の徹底
　職場では、昼食時、休憩時を含めて会話時にはマスクを着用してください。

　新型コロナウイルスの感染の状況を鑑み、終了
時間を前倒しし、今後の市民意見交換会の開催日
時を、次のとおり変更します。
開催時間▶いずれも午後6時30分～ 8時まで

開催日 会　場 地　区
8月18日㈬ 北郷小学校体育館 北　 郷
8月19日㈭ 荒土小学校体育館 荒 　土
8月20日㈮ 村岡公民館 村　 岡
8月23日㈪ 鹿谷公民館 鹿　 谷
8月26日㈭ 野向小学校体育館 野　 向
8月27日㈮ 教育会館1階ホール 勝　 山

※参加者は各公民館で事前にとりまとめを行っています
※開催日時が変更になる場合があります

問未来創造課（市役所２階）　☎88 ｰ 1115

市民意見交換会の開催日時変更 時短等実施事業者支援金事業

福井県緊急事態宣言発令中
8月24日㈫まで　　　（8月6日現在）

新型コロナウイルス感染症

　福井県が支給する営業時間の短縮要請に係る協
力金にあわせて市独自の市内飲食店などに対する
経営支援を次のとおり実施します。
対象▶
　県が指定する期間(14日間)の時短要請に応じ、
要請に係る協力金の支給を受けている市内飲食店
要件▶
　・勝山市「感染予防推進宣言」ステッカーの掲示
　・短時間・マスク会食など感染症対策の徹底　他
支給金額▶
　一律10万円　※1回限り
申請期間▶
　県協力金の支給を受けた日から2か月以内
問商工観光・ふるさと創生課（市役所２階）
　☎88 ｰ 8105
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接種費用

無料
新型コロナウイルス
ワクチン接種に関するお知らせ

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

新型コロナウイルスワクチン接種状況（8月4日現在)
　ワクチンには高い発症予防効果と重症化予防効果が認められています。
　お早めに1回目のワクチン接種の予約をお願いします。
　ワクチン接種後も引き続き、「マスクの着用」「人との距離は１ｍ以上」「こまめな手洗い・手指消毒」など
感染予防対策を継続していただくようお願いします。

新型コロナウイルスへの
誤解や偏見による差別は
行わないでください

ワクチンパスポート申請受付中
　海外への渡航を予定されている方が、入国の際に
新型コロナウイルスのワクチン接種を受けたことを
証明するワクチンパスポート「新型コロナウイルスワ
クチン接種証明書」の交付申請の受け付けを行ってい
ます。

申請方法▶
　すこやか健康長寿課窓口で申請

申請に必要な書類▶
　申請書、旅券、
　接種済証または接種記録書、本人確認書類

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543

　新型コロナウイルス感染症およびワクチンの
接種に関連した誤解や偏見に基づく不当な差別
や誹謗中傷は許されるものではありません。
　感染リスクは誰にもあります。公的機関が提
供する正確な情報や知識に基づいた冷静な行動
に努めましょう。1人ひとりがお互いを思いや
る行動にご協力をお願いします。

問みんなの人権110番　☎0570 ｰ 003 ｰ 110

詳細はこちら  

対象年齢
※今年度中に達する年齢

対象者数 予約済者数 １回目接種済者数 2回目接種済者数

65歳以上 8,650人 7,753人（89.6％） 7,698人（89.0％） 7,475人（86.4％）

60歳～ 64歳 1,631人 1,394人（85.5％） 1,394人（85.5％）    906人（55.5％）

50歳～ 59歳 2,569人 2,003人（78.0％） 1,932人（75.2％）    453人（17.6％）

40歳～ 49歳 2,638人 1,832人（69.4％） 1,058人（40.1％）    404人（15.3％）

30歳～ 39歳 2,067人 1,133人（54.8％）    471人（22.8％）    240人（11.6％）

20歳～ 29歳 1,746人    865人（49.5％）    334人（19.1％）  146人（8.4％）

12歳～ 19歳 1,366人    740人（54.2％）    391人（28.6％）    10人（0.7％）

合　計 20,667人 15,720人（76.1％） 13,278人（64.2％） 9,634人（46.6％）

医療従事者、高齢者施設入所者・従事者など 1,556人 1,149人

県接種センターなど武田/モデルナ社製ワクチン接種会場での接種 335人 144人
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問総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

ご
寄
附

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

子
ど
も
た
ち
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

株
式
会
社
マ
ツ
イ
印
刷
か
ら
い
た
だ
い

た
、
携
帯
用
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
液
を
市

内
全
て
の
小
中
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
園
・

こ
ど
も
園
に
通
う
児
童
に
配
布
し
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
宅
配
利
用
時
の
接
触
機
会
を

減
ら
す
と
と
も
に
、
再
配
達
の
減
少
に
伴

う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
を
め

ざ
し
、
住
宅
へ
の
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に

か
か
る
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

補
助
金
額
▼

購
入
価
格（
3
0
0
0
円
以
上
）の
概
ね

3
分
の
２（
上
限
2
万
円
）

補
助
対
象
者
▼

・ 

市
内
に
住
宅
を
所
有
・
賃
貸
し
て
い

る
個
人
ま
た
は
法
人

・
市
内
に
あ
る
集
合
住
宅
の
所
有
者

設
置
対
象
経
費
▼

宅
配
ボ
ッ
ク
ス
の
製
品
購
入
費

※
市
内
事
業
者
か
ら
の
購
入
に
限
る

※
設
置
工
事
費
用
は
含
ま
な
い

申
請
方
法
▼

購
入
領
収
書
ま
た
は
レ
シ
ー
ト
の
原
本

と
振
込
先
の
口
座
情
報
が
分
か
る
も
の

の
写
し
を
申
請
書
兼
請
求
書
に
添
付
し

て
提
出

申
請
受
付
期
間
▼

令
和
4
年
3
月
31
日
㈭
ま
で

新型コロナウイルス対策・地球温暖化対策にも効果

住宅への宅配ボックスの
設置を支援します

詳細はこちら

補助金利用者
斎
さい

藤
とう

　清
せい

一
いち

郎
ろう

さん

勝山郵便局
清
し

水
みず

　康
やす

之
ゆき

さん

補助金利用者の声

宅配業者の声

留守で荷物が受け取れ
ずに再配達してもらうのが、以

前から申し訳ないと思っていまし
た。コロナの感染防止の観点か

らも接触せずに荷物を受け取
れるのは良いです。

宅配ボックスがあれば、
留守でも確実に荷物をお渡しす

ることができます。留守がちの家
庭には、再配達で拘束される時

間がなくなるなどメリット
が多いです。
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甘味十分　トウモロコシ収穫祭
■7月24日　のむき風の郷

　のむき風の郷で「トウモロコシ収穫祭」が開催され
ました。収穫されたトウモロコシは、「味来」という甘
みが強い品種で、多くの方が買い求めていました。

「社会を明るくする運動」伝達式
■7月3日　教育会館

　犯罪防止と更生への理解を深める「社会を明るくす
る運動」メッセージ伝達式が行われ、保護司会が内閣
総理大臣からのメッセージを読み上げました。

備えは万全　避難所開設訓練
■7月4日　ジオアリーナ

　ジオアリーナで、市職員による避難所開設訓練が
実施され、新型コロナウイルス感染防止対策を考慮
したテント設営や避難者受け入れ訓練を行いました。

七夕短冊に願いをこめて
■7月6日　ゆめおーれ勝山

　鹿谷保育園の園児が、ゆめおーれ勝山で、さまざ
まな願い事が書かれた色とりどりの短冊や提灯など
七夕の飾りつけを行いました。

東京パラリンピックの聖火に
■7月9日　奥越特別支援学校

　奥越特別支援学校の
生徒による東京パラリ
ンピック聖火の種火を
採火する式典が行われ
ました。
　この日、生徒の火お
こしにより採火された
聖火の種火は、東京で
ひとつに集められ、東
京パラリンピック聖火
リレーが実施されます。

守ろう「ミチノクフクジュソウ」
■7月16日　北谷町小原区

　村岡小学校と小原ECOプロジェクトが取り組むミ
チノクフクジュソウの保全活動。この日は、6年生が
のこぎりや金づちを使って保全看板を制作しました。
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　

市
内
で
活
動
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム″
勝
山
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
〟。

８
月
7
日
～
10
日
に
滋
賀
県
で
開

催
さ
れ
た
第
35
回
全
日
本
小
学
生

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

（
取
材
は
全
国
大
会
出
場
前
で
す
）

　
「
今
年
の
チ
ー
ム
は
守
備
が
堅

く
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
良
い
チ
ー

ム
で
す
」
と
話
す
キ
ャ
プ
テ
ン
の
横

山
さ
ん
。
守
備
の
要
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

と
し
て
積
極
的
に
声
を
出
し
、
副

キ
ャ
プ
テ
ン
と
協
力
し
な
が
ら

チ
ー
ム
を
ま
と
め
、
全
国
大
会
初

出
場
を
つ
か
み
取
り
ま
し
た
。

　

週
3
回
の
練
習
で
は
、
技
術

は
も
ち
ろ
ん
、
仲
間
と
の
声
か

け
を
大
事
に
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
強
化
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
「
仲
間
と
積
極
的
に
声
を
か

け
あ
い
、
1
勝
ず
つ
勝
ち
進
み

た
い
で
す
」
と
横
山
さ
ん
は
、

力
強
い
言
葉
で
全
国
大
会
へ
の

意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
戦
う

選
手
た
ち
に
注
目
で
す
。

〝
チ
ー
ム
一
丸
で
挑
む
全
国
大
会
〟

キャプテンの横
よこやま

山　鉄
てっしん

芯さん（中央）と副キャ
プテンの中

なかむら
村　莉

り こ
子さん（右）・織

お り た
田　昊

そら
さん

（左）　（全員6年生）

全国大会に挑む選手たち（福井県大会で準優勝）

令
和
４
年
度

勝
高
の
学
び
が
進
化
し
ま
す
！

　

予
測
困
難
な
社
会
の
変
化
に
対
応
し
、

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力
を

備
え
た
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
め
ざ
す

新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
む
け
て
、
勝

山
高
校
で
の
学
習
の
有
り
様
が
進
化
し

ま
す
。

　
主
体
的
な
学
び
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
動
画
教
材

活
用
に
よ
る
個
別
最
適
な
学
び
を
展
開

す
る
上
に
、
探
究
活
動
の
時
間
を
多
く
設

け
る
探
究
特
進
科
（
仮
称
）
を
新
設
し
ま

す
。
７
月
７
日
に
開
催
し
た
新
学
科
説
明

会
に
は
約
１
３
０
人
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
、
期
待
の
大
き
さ
を
窺
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
夏
も

勝
高
生
が
全
国
で
活
躍
し
ま
す
！

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
大
会

（
8
月
8
日
～
13
日
）

出�

場
種
目
▼
男
子
ダ
ブ
ル
ス
（
南
茂
斗

羽
・
竹
澤
陽
生
）、
女
子
ダ
ブ
ル
ス（
田

邊
裕
美
・
五
十
嵐
友
実
子
）、
女
子
シ

ン
グ
ル
ス　
五
十
嵐
友
実
子

全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

郷
土
芸
能
部
門（
8
月
3
日
～
５
日
）

出�

場
団
体
▼
日
本
文
化
部
（
上
杉
梨
緒
・

笠
川
彩
華
・
久
保
晴
・
熊
野
ほ
ま
れ
・

酒
井
千
香
・
西
川
千
晶
・
原
田
優
梨
菜
・

堀
和
佳
奈
・
吉
田
優
羽
・
斎
藤
ひ
ま
り
・

佐
藤
光
・
永
井
美
鈴
・
中
出
結
心
・
田

中
優
花
・
古
川
心
温
・
石
畝
希
優
・
梅

原
陽
愛
・
笠
松
栄
介
）

全
国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園

（
8
月
28
日
決
勝
大
会（
オ
ン
ラ
イ
ン
））

出
場
者
▼
内
田
凱
翔
・
吉
田
慎
之
介

勝
高
祭「
活
発
笑
美
戦（
か
っ
ぱ
え
び
せ
ん
）

～
活
気
で
コ
ロ
ナ
を
ぶ
っ
飛
ば
せ
～
」

体�

育
祭
▼
9
月
1
日
㈬
・
勝
山
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド（
予
備
日
は
４
日
）

文�

化
祭
▼
9
月
2
日
㈭
・
ジ
オ
ア
リ
ー

ナ
・
３
日
㈮
・
勝
山
高
校

勝高ＨＰ

新学科説明会の様子
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最
近
暑
い
日
が
毎
日
続
い
て
い
ま

す
。
暑
く
な
る
と
尿
管
結
石
の
患
者
さ

ん
が
増
え
て
き
ま
す
。

　
腰
が
急
に
痛
く
な
り
、
お
し
っ
こ
に

血
が
混
ざ
っ
た
と
い
う
症
状
が
あ
る
と

尿
管
結
石
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
尿
管
結
石
の
疼
痛
発
作
と
季
節
性
に

は
関
連
が
あ
り
、
そ
の
理
由
は
、
発
汗

に
伴
う
尿
の
濃
縮
と
尿
量
の
減
少
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
夏
場
に
結
石
の
患
者
さ

ん
が
増
え
る
の
は
そ
の
た
め
で
す
。

　
そ
の
ほ
か
に
結
石
の
原
因
と
し
て
飲

水
量
、
食
事
、
遺
伝
因
子
、
薬
剤
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
、
原
因
が
は
っ
き
り
し

な
い
場
合
も
多
い
で
す
。

　
結
石
の
診
断
に
は
画
像
検
査
、
特
に

C
T
検
査
が
有
用
で
す
。
治
療
法
は
5

ミ
リ
以
下
の
結
石
は
自
然
排
石
が
期
待

で
き
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
排
石
促
進

剤
、
痛
み
止
め
な
ど
の
薬
物
、
飲
水
、

運
動
な
ど
日
常
生
活
指
導
の
み
で
様
子

を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
小
さ
く
て
も
尿
管
が
つ
ま
っ
て
そ
れ

が
原
因
で
熱
が
出
た
場
合
な
ど
は
緊
急

に
ド
レ
ナ
ー
ジ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

自
然
排
石
が
期
待
で
き
な
い
大
き

な
結
石
は
体
外
衝
撃
波
結
石
砕
石

術
、
内
視
鏡
を
使
用
す
る
経
尿
道
的

尿
管
砕
石
術
、
腎
結
石
に
対
し
て

経
皮
的
腎
砕
石
術
を
行
い
ま
す
。

　
結
石
の
大
部
分
が
カ
ル
シ
ウ
ム
結
石

で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
シ
ュ
ウ
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
結
石
で
す
。
尿
中
の
カ
ル

シ
ウ
ム
と
シ
ュ
ウ
酸
の
分
子
の
比
は

10
：
１
で
す
。
カ
ル
シ
ウ
ム
が
少
し
増

え
て
も
大
き
な
影
響
は
与
え
ま
せ
ん

が
、
シ
ュ
ウ
酸
が
少
し
増
え
る
と
シ
ュ

ウ
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
が
増
え
て
し
ま
う
た

め
、
シ
ュ
ウ
酸
や
尿
酸
な
ど
が
過
剰
に

な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の
が
結
石
予
防

の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

結
石
の
予
防
法
▼
①
水
分
を
多
く
摂
る

（
目
標
２
リ
ッ
ト
ル
）②
カ
ル
シ
ウ
ム
を

摂
る
③
ク
エ
ン
酸
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

食
物
繊
維
を
摂
る
④
シ
ュ
ウ
酸
を
含
む

も
の
は
N
G
⑤
脂
肪
分
の
摂
取
は
少
な

め
に
す
る
⑥
寝
る
前
の
食
事
に
注
意
す

る
。
夜
食
べ
た
も
の
が
尿
中
に
排
泄
さ

れ
て
尿
中
の
濃
度
が
高
く
な
り
、
結
石

が
出
来
る
好
条
件
に
な
り
ま
す
。
寝
る

直
前
の
食
事
も
同
じ
意
味
で
厳
禁
。「
結

石
は
夜
作
ら
れ
る
」

★
寝
る
前
の
食
事
は
最
低
４
時
間
あ
け

ま
し
ょ
う
。

　
食
べ
て
す
ぐ
に
寝
る
と
ウ
シ
に
な
り

ま
せ
ん
が
、
イ
シ
に
な
り
ま
す
！
健
全

な
食
生
活
・
生
活
習
慣
を
心
が
け
て
、

尿
路
結
石
の
で
き
に

く
い
快
適
な
生
活
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

食べてすぐ寝るとイシになる？ 福井勝山総合病院
泌尿器科部長　楠川直也

～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

神
明
神
社
社
務
所（
旧
成
器
堂
講
堂
）

　
神
明
神
社
社
務
所
は
、
旧
勝
山
藩
成
器
堂

の
講
堂
の
遺
構
と
し
て
、
市
の
指
定
文
化
財

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
講
堂
が
神
明
社
に
落

ち
着
く
ま
で
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
く
。
概

略
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
明
治
維
新
後
、

成
器
堂
は
そ
の
ま
ま
成
器
小
学
校
に
引
き
継

が
れ
た
。
明
治
41
年（
1
9
0
8
）５
月
に
男

子
校
と
女
子
校
と
に
分
離
す
る
こ
と
に
な
り

旧
校
舎
は
女
子
校
に
充
て
ら
れ
た
。
翌
年
９

月
、
女
子
校
校
内
に
簡
易
図
書
館
を
創
設
す

る
こ
と
に
な
り
旧
成
器
堂
の
講
堂
が
充
て
ら

れ
た
。
翌
43
年
２
月
14
日
、
雪
で
校
舎
が
損

壊
し
こ
れ
が
契
機
と
な
り
恐
ら
く
講
堂
は
神

明
社
に
移
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。

　

そ
れ
を
裏
付
け
る
２
通
の
領
収
書
が
残

さ
れ
て
い
る
。
１
通
は
「
旧
講
堂
神
明
社

内
再
築
ニ
付
出

廂
幕
屋
根
請
負

金
四
拾
円
…
」と

あ
り
、
立
石
の

原
五
市
が
請
け

負
っ
た
。
も
う

１
通
は「
石
場
建

前
」
と
あ
り
1
3
0
円
を
下
元
禄
の
太
田

市
郎
が
請
け
負
っ
た
。
日
付
は
い
ず
れ
も

明
治
44
年
８
月
12
日
で
、
宛
名
は
勝
山
町

長
斎
藤
治
兵
衛
と
あ
る
。
44
年
に
講
堂
が

現
在
地
に
再
築
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
次
の
写
真
を
見
て
頂
き
た
い
。
写

真
１
は
第
１
回
成
器
女
子
校
の
卒
業
式
に

際
し
て
の
教
員
一
同
の
写
真
で
、
明
治
42

年
３
月
に
撮
ら
れ
た
。
写
真
２
は
43
年
第

２
回
卒
業
式
の
も
の
で
、
校
舎
倒
壊
の
た

め
勝
山
町
簡
易（
図
書
館
）の
前
で
撮
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
写
真
３
が
現
在
の
社

務
所
の
写
真
で
あ
る
。
写
真
１
・
２
の
教

員
の
背
景
に
出
廂
が
写
り
成
器
堂
の
扁
額

が
見
え
る
。
こ
の
額
は
ど
こ
に
存
在
す
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
写
真
２
の
前
列
左
か
ら
４
人
目

は
谷
澤
た
ま
先
生
で
あ
る
。

ふるさとを訪ねて

�

市
史
編
纂
室
　
山
田
　
雄
造 45

写真1　第1回卒業式

写真2　第2回卒業式

写真３　現在の社務所
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